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「たからもの」
校長 柴 澤 明 子

カードには，いつも母が編んだオレンジ色の毛糸が結んでありました。カードをひらひ

ら風にはためかせながら，走っている小学生の自分…。

寝坊助の私は，いつも始まる５分前に起床。机の脇にかかっているカードを首にかけ，

猛ダッシュで公園へ。小学校の夏休み，ラジオ体操に向かう毎朝の行事でした。

「学校がある時より，早起きしなくちゃいけないなんて 」。

決まってブツブツと文句を言いながら，眠い目をこすりこすり体操をしていました。

体操を終えた頃には目が覚めてきて，たっぷりと時間のある夏休みの一

，「 」 ， 。日 今日は何をしようか と考え考え うきうきしながら家へ帰ります

家に着くと，決まって軒先に植えられた朝顔を見に行きます。咲いている

花ではなく，つぼみがいくつあるかを数えて，そっと指先で撫でます。ち

ょっとふんわりと膨らんでいて，

「明日，咲きますよ 」。

と，優しく言われているような気分が好きでした。

小学生の頃の夏休みを振り返ると，何でそんなことばっかり覚えているんだろうと不思

議なくらい，どうでもいいことを覚えています。母の編んだオレンジ色のひものこと，朝

顔のつぼみのこと，どこに行ったのか覚えていないけれど母の作ったおにぎりの海苔がし

めっていたこと。昼寝の時の扇風機の緑色の羽が回る様子とか，お腹に掛けられたタオル

。 ，ケットの重みとか… そのどうでもいいことが自分を幸せな気分にしてくれていたのだと

今になると分かります。

休みだと思うと，あれもこれもいろいろやりたい，やってあげたい大人になった自分。

でも，子どもはもしかしたら，もっと違う，ゆったりとした時間の流れの中で，自然を眺

めたり家族の優しさに触れたりすることが，すうっと心に入っていくのかもしれません。

何ものにも代えられない「たからもの」となって。

「 」 。９月１日に様々な たからもの をもった子どもたちに会えるのを楽しみにしています
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